
　

10
月
25
日
・
12
月
１
・
20
日
に
議
員
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
水
道
事
業
広
域
化
に
つ
い
て
質
疑
を
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
の
広
域
化
に
係
る

協
議
状
況
（
10
月
25
日
）

【
概
要
】
水
道
事
業
の
広
域

連
携
の
有
効
性
を
見
極
め
る

た
め
、
現
在
、
本
市
は
「
広

島
県
水
道
企
業
団
設
立
準
備

協
議
会
」
へ
参
加
し
て
い
る

が
、
設
立
準
備
協
議
会
事
務

局
と
の
協
議
状
況
・
協
議
経

過
等
の
報
告
及
び
、
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
の
企
業
団
へ
の

参
加
の
可
否
を
判
断
す
る
時

期
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。

問
企
業
団
に
参
加
し
た
場

合
、市
北
部
（
久
井
・
大
和
）

の
管
路
新
設
計
画
は
ど
う
な

る
か
。

答
普
及
率
が
向
上
し
た
際

に
は
、
拡
張
整
備
を
再
開
す

る
こ
と
で
準
備
協
議
会
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

本
市
の
計
画
は
企
業
団
へ
引

き
継
い
で
い
く
。

問
管
路
新
設
を
望
む
声

は
、
市
南
部
に
も
あ
る
が
、

反
映
さ
れ
る
か
。

答
老
朽
化
す
る
管
路
更
新

を
最
優
先
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
新
規
要
望
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
き

た
い
。

問
企
業
団
に
参
加
し
た
場

合
、
本
市
が
現
在
単
独
で
策

定
し
て
い
る
水
道
の
経
営
戦

略
と
、
企
業
団
が
示
し
て
い

る
計
画
と
の
整
合
性
は
ど
う

か
。

答
本
市
の
計
画
が
反
映
さ

れ
る
内
容
で
あ
り
、
事
業
に

よ
っ
て
は
、
企
業
団
の
計
画

は
本
市
に
メ
リ
ッ
ト
を
も
た

ら
す
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

問
参
加
す
れ
ば
受
水
費
が

８
％
減
額
さ
れ
る
よ
う
だ

が
、
統
合
へ
の
誘
導
で
は
な

い
の
か
。

答
県
が
広
域
化
に
参
加
す

る
こ
と
で
得
る
効
果
額
を
基

に
８
％
減
額
す
る
も
の
で
あ

り
、
本
市
に
と
っ
て
は
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
の
減
額

措
置
は
参
加
へ
の
誘
導
で
は

な
い
。

問
福
富
ダ
ム
か
ら
の
配
管

新
設
や
各
地
域
の
ポ
ン
プ
施

設
な
ど
の
整
備
は
、
経
費
削

減
に
反
す
る
の
で
は
。

答
災
害
対
応
な
ど
危
機
管

理
の
観
点
か
ら
、
必
要
な
事

業
と
捉
え
て
い
る
。

問
前
回
、
協
議
会
を
脱
退

す
る
場
合
は
協
議
会
の
同
意

が
必
要
と
い
う
文
言
が
規
約

の
中
に
あ
っ
た
が
、
仮
に
脱

退
を
決
め
た
時
、
参
加
し
て

い
る
他
市
町
の
同
意
が
得
ら

れ
る
の
か
。

答
同
意
と
い
う
文
言
は
、

脱
退
の
際
に
協
議
会
で
決
議

し
て
同
意
を
得
る
と
い
う
意

味
で
は
な
く
、
手
続
上
の
文

言
で
あ
り
、
脱
退
は
可
能
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
準
備
協

議
会
に
確
認
し
て
い
る
。

第
２
回
広
島
県
水
道
企
業
団

設
立
準
備
協
議
会
の
報
告

（
12
月
1
日
）

【
概
要
】
11
月
29
日
に
行
わ

れ
た
第
２
回
広
島
県
水
道
企

業
団
設
立
準
備
協
議
会
に
お

い
て
、「
広
島
県
水
道
企
業

団
事
業
計
画
骨
子
（
案
）」

が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
本
市
水
道
部
の
課
題
と

企
業
団
事
業
計
画
骨
子
案
を

見
比
べ
、
水
道
事
業
の
広
域

化
に
つ
い
て
協
議
状
況
の
説

明
が
あ
っ
た
。

問
水
道
料
金
は
今
後
、
変

わ
る
の
か
。

答
現
在
の
料
金
体
系
を
当

面
、
維
持
し
て
い
く
。

問
事
業
費
の
収
支
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
一
割
減
ら
し

て
計
算
し
、
経
費
削
減
し
て

は
ど
う
か
。

答
施
設
の
延
命
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
更
新
費
用
の
抑

制
に
努
め
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
以
上
、
更
新
費

用
を
抑
制
し
た
場
合
、
老
朽

化
す
る
施
設
や
管
路
が
増

え
、
水
道
水
の
安
定
給
水
に

支
障
を
き
た
す
こ
と
か
ら
、

こ
の
ま
ま
の
計
画
で
進
め
た

い
。

問
準
備
協
議
会
に
参
加
し

て
い
な
い
自
治
体
も
あ
る

が
、
今
後
加
入
し
て
く
る
こ

と
は
な
い
の
か
。

答
準
備
協
議
会
で
は
加
入

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
加
入

の
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え

な
い
。

問
８
％
の
受
水
費
減
額

で
、
ど
の
程
度
経
費
削
減
効

果
が
あ
る
の
か
。

答
40
年
間
で
約
９
億
円
の

効
果
が
出
る
見
込
み
で
あ

る
。

問
企
業
団
に
参
加
す
る

と
、
市
の
意
向
が
反
映
さ
れ

な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
各
市
町
の
首
長
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
市
町
長
会
議
が

企
業
団
内
に
設
置
さ
れ
る
。

そ
の
会
議
を
通
じ
て
市
の
意

向
は
反
映
さ
れ
る
。

問
こ
の
企
業
団
は
公
営
の

も
の
と
し
て
設
立
さ
れ
存
続

し
て
い
く
の
か
、
時
期
を
見

て
民
営
化
さ
れ
る
の
で
は
な

い
の
か
。

答
公
営
に
よ
り
運
営
す
る

こ
と
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
営
業
窓
口
な
ど
、
現
状

と
同
様
に
一
部
民
間
に
委
ね

る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
経
営

権
を
民
間
に
移
譲
す
る
こ
と

は
な
く
、民
営
化
は
し
な
い
。

問
協
議
会
へ
の
職
員
の
派

遣
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。

答
法
令
の
説
明
に
基
づ

き
、
現
在
１
名
派
遣
を
し
て

い
る
。
今
後
、
正
式
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
る
と
数
名
が

企
業
団
の
本
部
へ
派
遣
さ

れ
、勤
務
す
る
こ
と
に
な
る
。

水
道
事
業
経
営
戦
略
見
通
し

と
事
業
計
画
骨
子
（
案
）
に

お
け
る
財
政
計
画
の
比
較

（
12
月
20
日
）

【
概
要
】
本
市
水
道
事
業
単

独
で
の
計
画
と
企
業
団
の
事

業
計
画
骨
子
案
と
を
比
較
す

る
た
め
の
資
料
の
提
出
が
あ

り
、
説
明
が
あ
っ
た
。

問
現
在
、
水
道
部
が
保
有

し
て
い
る
企
業
債
は
、
企
業

団
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ

る
と
残
高
は
ど
う
な
る
の

か
。

答
10
年
間
は
企
業
団
内
で

区
分
経
理
さ
れ
る
た
め
、
現

在
の
水
道
部
の
会
計
が
、
当

面
そ
の
ま
ま
企
業
団
内
で
行

わ
れ
る
。
企
業
団
に
参
加
し

た
場
合
に
は
、
広
域
化
に
係

る
交
付
金
が
活
用
で
き
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
分
、
企
業
債

の
借
入
れ
を
縮
減
で
き
る
。

問
建
設
改
良
費
の
企
業
団

内
で
の
割
り
振
り
は
ど
う
な

る
の
か
。

答
企
業
団
が
、
本
市
を
含

む
各
参
加
市
町
の
意
向
を
汲

み
容
認
す
る
形
を
と
る
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要

宮浦浄水場
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